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背  景 

 発生予察グループ（病害虫防除所）では、昭和 54 年から抵抗性害虫検定事

業を計画的に継続実施しており、県内の抵抗性害虫の発生動向を把握し、農業

関係者へ情報提供を行っている。近年、県内の一部地域ではイチゴにおけるア

ザミウマ類の発生が多い状況が続いており、営農を行う上での問題となってい

る。 

 

目  的 

 山口県内のイチゴハウスで採集したイチゴの花とヒラズハナアザミウマをビ

ニールパウチに封入して行う簡易検定方法で、各種登録薬剤に対する感受性の

低下程度を把握し、防除指導対策に活用する。  

 

成  果 

１ 試験を行った６種類の薬剤の中で、スピノエース顆粒水和剤、グレーシア

乳剤に対する死虫率は高く、高い感受性が認められるが、モスピラン顆粒水

溶剤の 48 時間後の死虫率は低く、感受性の低下が懸念される(図１、２)。 

２ ヨーバルフロアブル、モベントフロアブルはいずれも遅効性の殺虫剤であ

ることから、本検定方法では 48 時間以後の評価は判然としない(図１、

２)。 

３ ファインセーブフロアブルは、ヒラズハナアザミウマに対しての効果は低

い傾向にある(図１、２)。 
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図１ イチゴのヒラズハナアザミウマの薬剤感受性検定結果（ H 町） 
注 ) 括弧の中は IRAC コードを記載。 IRAC コードとは殺虫剤を効き方ごとに  

分けた記号であり国際基準。以下同様。

 

   図２ イチゴのヒラズハナアザミウマの薬剤感受性検定結果（ Y 市）  
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